

























今回調査の対象としたのは、戸籍 ・1.帳 ・歴名 t段5)などに見られる人名表記のうち、道H*
助詞「つ」表記及びその異形態につ lいてである
先ず、戸籍における一般的な迎体助詞「つ」の用例のうち、「つJを表記するもの(用例
A)と 「つJが表記されないもの(用例日〉とを挙げると、次の く表 1>のようになる
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〈表 1)戸籍における連体助詞 .つ」の表記例





つ先 ' ' ‘ 
2 福人 阿麻互先 :阿麻売・古阿麻売、阿真児、阿万宛
• 
3 稲 柿都光、稲樟宛、伊奈豆宛 ;稲究・小稲売、伊尼兜 1比稲、稲麻呂
4 脅写 伊披王子.究 :w法先、 U"波比売 1IJ、U"浪、懲麻呂
ち 飯 伊比H.売 :飯兜・忌飯兜・小飯光、伊比光
• 
• 
6 妹 鯨1事兜、伊毛豆売、伊母豆光 ;蜂宛・弟銑兜・古嫌究・子付J兜・IJ.!主主児、付:女・IJ、姥k、伊侍充、伊毛先
• 
7 tr- 馬都信、宮3樟兜 :字麻兜 /J問・荒馬・古J問、字府
• 
8 ，g. 意伎都先 :意伎兜
9 大 大卸売 : 入先/大、大麻呂、意直I~呂
的都把10 的: ;久比売、咋兜/咋、久比麻呂









13 禍 相都兜、酒棒兜 :依)J[)兜/佐居、佐加麻呂
14 し 志都光、志互先/斯都麻呂、 7U都麻呂 :斯兜
制 • 1、 足jt干豆兜 -志野央
E 
16 ~ß 的tl宛、嶋つ売 的宛・姉崎宛・粟嶋兜・稲~~兜・五百向島兜・意向兜・世嶋兜・川崎兜・古嶋宛・ !
児暢兜・足嶋兜-高嶋兜・千自由党・知嶋兜・tl嶋兜・床嶋兜・時的兜・浪的兜・
'~f\古嶋兜・広嶋売・真崎宛・三簡兜・八崎犯・.1!:嶋宛・ 2f問先・小曲目究、 崎'f，c、
;志麻兜 / 嶋・荒純・:(]岨-Ji.宵嶋 l・大嶋・川~ß・足仰・高嶋・千嶋・知崎・手嶋・
俊仙・民的一織的・広光・真嶋・三嶋・H的・育的八嶋・:!f嶋・tl、崎、志麻、仙
麻呂
17 .m 額弥豆兜 :毘宛・大胆兜・府豊兜/大須弥




19 多米 多米つ兜 :比多米兜
ち 知都兜 ' 20 ;知宛/五百智、小知、平知、知府g・符麻呂・子知JUI'?"・JJ?-知麻呂
• 
21 鍛 lK15E売 ;蹴ゲ~-小椴光、止乃兜 1 .1!:乃昨日
22 型軽 止与;豆売 :畏兜・大時党・小聾兜、止j.兜-/J、iK13・犯、 J1:I吐兜/等1j.・IJ、Jt:1子、 野Jlf呂、
:止与府呂
縄 月H波豆宛 • 23 ;縄先・火縄兜・真縄売、平月n波兜/千縄
• 
24 楢 奈良:医兜 -奈良兜
• 






' 26 久 比佐:亘兜 -小比佐兜
• 






































と ように、「姫jの「メ J(甲顕)を乙顕に した例で
















それぞれれ=1 7 (r都J7， rつJ10)、A2=1 7 (r郁J17)、A3=5 ( r都J5)、A4=2 ( r都
2)、A5=9 ( r都J2、「豆J7)、A6=3 6 (r都J21、「津J15) 、 B~4 9 (r都J1、「立J35 
綬J1、rU1J12)、C2=2 ( r立J2)、C3=2 ( r亙J2)、Et=1 7 (r都J16、rfI!J 1)の分布
を見せている
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表2)戸籍における連休助問 fつJの間部男IJ分布
爪¥ AI Al 八3 A‘ As Aι 日 C2 CJ 肝
都 7 17 『 2 2 21 16 71 
つ 10 10 
iL 7 35 2 2 46 
fil 
it 15 12 28 







「都J( r志都麻呂J11121、の l例)・「豆J、正訓字には 「滞Jを当てる。豊前国の上三
毛郡(加目久也里)・仲津郡の場合は、何れも音仮名に当てた 「豆」の用例だけである。下



















31 墨 須美乃売 :真堅‘小墨
32 た 多刀先 太志宛・平多志究、多 :多麻呂、回麻呂、 多都麻呂、多太底、
' 













35 ち (知頁食) 知代先 知志光、知商兜 ;知麻呂、智麻呂 知西
36 殿 等能鍵'宅 ' .殿麻呂、 Jt乃麻呂
37 寅 刀良代先 ' '刀良
• 
e 
38 薗 : .~J府，品、止利麻呂 I 旬、鳥手烏代
• 
39 な 名代光、奈刀光、奈等 奈佐光 ;奈所j府呂、名人 /名多
• 
売 • • 
• 
40 縄 縄手tζ
41 梗 ;領府呂 J梗、硬手、校加手
42 一子 {持;都党、祢埠先) 恨 泥志先 持:奈先、昨奈ft: ，恨麻呂、尼麻呂、泥麻呂、祢麻呂、祢
手セ、尼手也、尼豆 t :万呂/懐手足志
‘ 43 能投 能登志女 ' • 
' 44 法 7よ提光 ;法麻呂
41¥ 火 火豆光 ' ‘ 
46 姫. (比女豆ft:)比先知必 • ~ 
47 枚 投太也 • ;枚夫、比良夫、比Z霊平、性麻呂/ 枚
• 
'田




oー r、2 閉止砲 小{誇志完 ;恵問、加躍問、加良問、閉志、 IJ、閉志
51 穂、 官等 也 :w尖古豊待
52 ま j存亘う也、 府刀¥l存刀 J払 麻志充、 麻志k、I作須 麻奈;'e、真名担、 ，麻麻呂 1:真入、麻志、 真須
真等H. 党、 l真須t、j秤世兜 ' 
53 協 :巻手百 '巻手
• 
54 IA 目与須先 ' 
55 み 弥都・、弥豆兜 弥曾兇 弥奈兜 :弥烹l梓呂、 御豆麻呂 /弥等
ぢ6 見 目見代J官、見出JA ;置丸、堅見
57 巳 (身棒先) ;身麻呂、尾麻gI 身、身太、身多、 l
:身都、身、棒、.t.t手
58 8 寓手砲 :富麻呂/育児
9ー
続 好手先、牟A健売 ' ;府、麻呂/椋入、椋手
60 虫 虫多 ビ、虫手先 虫名究、虫名女、虫;虫麻呂、虫万呂/牟志、虫名、血奈、
' 奈 也、牟7む奈先、車;牟応部
• 
志奈Jr.、牟7S那売 • • 
• 










「と2J(止 ・等 ・得)が一部の人名に見られる。次は、サ行音系統の用字例である。「しJ(宏、 怖が




1) r須美乃売J(1/498)のよう に、明らかに連体助詞 「の2Jの表記例として考えられるも
のが見当たる他、 「那 ・奈/名 ・中Jなどの用字をする「な」が一部の人名に見られている。
なお、男性名の場合も、女性名における異形態の場合と同じ類型の用字が見られる。た
だ、 「・多(太 ・当/回)・・知・・都(豆/津)・-t是(代/手)・・止(等)J仁志、 ・・須 ・・西Jr-那
(奈/名)Jなどのように、男性名を表す接尾語 「麻呂(子 ・人)Jを介さないで連体助詞終 i，:'.o..'i}' ~ 
わりの人名の多数あることが見受けられる。これは、外見上接尾語或いは復合語における・}
後項とも見られるようだが、女性名における連体助詞の用字と全く形を閉じくする点、そ











また、 表3>における連体助詞 「つ」の異形態と考えられる表記例 74例のうち 29 






























2音節語の占める割合がそれぞれ32お(13例)、 68 %( 2 8例)であり、同じくく表 3> 
における 1・2音節語の占める割合がそれぞれ31お(23例)、 s9お(51例)であって
体において 1音節誇対2音節誌の比患が 1: 2という割合になっていることが見受けら
λる。しかし、この比率は、く表 1>とく表 3)とに重出する語訟の頻度ということにr
ると、一気に逆転する。即ち、 1音節認の場合、形態素の示す語義の問題はあるが(く{
び注(8)を参照のこと)、く表 1>に現れた 13例全てにおいて、迎体助詞「つJ;}k. 








• • • -・ • • • • -・
4 古川 波n古先
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〈表4)前項語による連体助詞異形態の分布 (A群=語義未詳語群、B群ー形態素話群)
分 音 末 タ行音系統 サ行背系統










2 u やす・ 。。
e ため 。
。あご 。
a や(家) {又 。。K 。
み(巳)、ゐ(亥) 。卜¥。。 卜¥
u う(卯) 卜¥。 (又¥
c ね(子)、め(女) 。。。 圃。K 
。こ(子) 。。。¥ 。 トベ






あゆ、いぬ、すく、たつ、ふく、むく、やぷ 。ド¥. 。ト¥u 
e あね、いね、ひめ、ふせ、しけ 。。。ド¥ ヘ¥
。いも、おほ、くろ、しこ、との、とよ、しほ、すこ、の 。。。。 J 。
と、まよ、もも、よど
く表4)は、 く表 1)く表 3)に現れた連体助詞「つJ及びその異形態を含んだ語震にお
ける前項語の末母音による、その異形態の分布を示したものである {淀川。 上記の表から見






歌謡57番歌)J(以上、古事記入「刺遇突智也'¥('，っち、巻 1) J r i勢湾爪櫛(史つつまくし
巻 1) J r湯津社樹(主主っかつらのき、巻2)J(以上、日本書紀)、「於久都奇(おく っき、巻
18・4096)Jr奥津城(主ふっき、巻9・1807)Jr奥津城処(主ムっきところ、巻3・432)Jr湯
都磐村〈主主ついはむら、巻1・22)J(以上、万葉集)、「由都五百筆 (史ついほたかむら、中
臣露詩)J r湯津磐村 (皇ついはむら、御門祭)J r湯都磐村 (塗ついはむら、六月月次)J (以











~I A ;日 c ]1) F G H K N o F QI E十
|た 19 I 4 4 5 39 
タ l
ち 3 I 3 
女 行 "? 57 43 14 1 3 31 :151 
管 _，. 、 18 1 so 2 5 88 
I 2 J，. 2 ー
E十 99 58 56 14 9 42 28] 
十位
|サ 4 4 2 12 




E十 4 2 15 
小E十 106 162 3，a， • 2 14 :10 44 298 
E ー、-， 13 I~ 
タ ち i
男 f"r ') 5 8 
音
司，・ 8 1 52 雪 85 、
計 9 52 2 『 108 






'J、肝 10 |ロ | 2 2 '~ 110 






る割合が約 35施(14 ，3例〉で、同別では一番優位に立っている。そして、筑前同(B)'. fi
C) ，・ n後r:~](D)など、同海道戸籍に合わせて約 45見(18 ，3例入出雲同大税阪給







は大体において 53先(1 5 1例)対47施(13 2例入 男性名においては 7お(8例〉対93児














































































5)息子帳内佐伯部売輪。91名(Itf f" (日本I!?紀・前田本 ・図町奴本、也14・雄略天皇即位前紀)

















たものか、確かめられないが、 「至」は上古音 ・中古音の音価がそれぞれ [tied• tliJで
あり、上代における日本漢字音では上古音を反映し、音仮名「ち」として使われたもので












































































それぞれ中世斡国語に現れる「♀詞人ー(上、 u• hwi • S) J 
Oトi!ll人・(下、a• r包・ S)Jrせ羽人岨(南 ・前、 a1・pAi• S) Jを表したものであろう。
この場合の「人(S)Jは、日本語における速体助詞「つJと全く同じ機能を持つ持絡助詞
SJである f舷 1S) 0 (2)の用例も、日本啓紀に現れる古代斡国関係語誌であるが、 ①②にお




















持つ場合には休止性の(?]として尖現され、 |開官節符である日本5の述体助詞「つJ( [t 








語義が明らかでないが、前者においては「ソネJrヤマ ミム後者においては 「ミ ナJrホ」
の複合語による語構成からなる人名であると考えられるものである。その語形から、すで











































































































B 筑前国崎郡川i豊里戸籍;702年(1/97-142) CI :豊前回上三毛郡繕里戸籍;702年(1/142-154)
































( 6 )井手至 「古代の語集 1J (阪倉篤義編『講座国語史3(語集史)J所収、大修館書底、昭和46年)



























民 上代!日本認の固有名 万蕊』第165号、 1998年3月
6)pp. 12・16、成甲町民、 1978年rs鮮同祖踊』
1967年)における「みっち」項目の説明による
コらせて 有格、属格、冠形絡」などと冠することがあるカ
ここで
『時代B
この助
持抱助
辞典ー上代鞘』
{也にその機舵と
と呼休する
1 4) (注4)における拙協での悶笠による
『古代国語の研究』高肥大学校出版部、 1971年。許雌 『
チェナムヒー「古代国語百科・Bどの音価と機能J( rハングル』第224
みらJsairn文化社、 19
1'994年6月)などを
6 上代人名の略記についてJ( r上代国語の研究』所収
七郎「万箆語の話傍一日本詰の系統鎗に関迎して
社、 1986
と鑑賞』
は(酎)日純文化交流益金の招隅(1999年3月1日-2000年2月29日)を受けて行われた研究の
である。なお、本稿を成す1こ当たって、毛利正守先生より懇切なるご教示をいただいた。記して心
上げる
答日教t~ ー
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